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の以前に、『戦争教育を必要とする戦争事実』が 発 生 し て い た こ と を 示 す の で は な い の
か。
























r 事 実 上 の 戦 争 状 態 は ペ ル リ 来 航 の は る か
以 前 に





























大 正 十 四 年
に制




守 る た め の 弾 圧 法 で あ っ た と い う の で あ る 。そ し て 、
同法に基づく一連の宗教弾圧を「国

























あ っ た 」 と す れ ば 、
この二法は昭和二0年十







と は い え 、
占領軍にとって人権指令が「国
























廃 に よ っ て 「 国 家 神 道 」 を 解 体 し よ う と し たわ け で は な い 。
となれば、
治 安 維 持 法 や 宗 教
団体法を単純に「国家神道」に含める理解は、再 考 を 要 す る の で は な か ろ う か 。
c
第40号 皇學館大學神道研究所所報 平成2年12月15日(4)
c
戦争原因の追求とし
て
の「国家神道」研究は、
近代宗教行政史という極めて限定された領域の中で、
神道指令の認識を自明の前提として
行われてきた。
その際、
近代の複雑な国内外
の政治過程は考察の外にあった。
近代日本の
背負った課題の中で、
宗教行政が第一位を占
めていたわけでは
ないの
であるから、
それで
は木を見て森を見ず、
の非難を免れない。
小
稿でとりあげた事柄は、
そのことに関する細
やかな問題提起である。註(1)拙稿「神道非宗教論の展開ー続神社非宗
教論再考序説ー」(r法と秩序J-0二、昭和六三年五月）四七頁。
ただし、
これ
は「国家神道」が神道指令によってはじめて使用された言葉であるという意味ではない。
これについては、阪本是丸「近
代の皇室祭儀と国家神道」（大原康男・百地章・阪本是丸共著『国家と宗教の間』日本教文社、平成元年十一月）ニ―九頁以下参照。
(2)r国家神道』（岩波書店、一九七0年十一
月）。村上氏には国家神道に関する多数の論稿があるが、
論旨に相違がないので代
表的一冊だけをあげた
(3)村上『前掲書』"11頁。(4)村上r前掲書』――頁。(5)（6 八
0頁
。
(7)講談社学術文庫、昭和六0年七月。
おわり
に
(l) 
、
(8)
竹山
r前掲書』一〇一頁以下。
(9)
竹山
r前掲書』―一九頁以下。
(10)r大東亜戦争肯定論』（番町書房、
五年十一月）一八頁。
(11)林『前掲書」ニー頁。(12)林r前掲書」二七頁。(13)林r前掲書』三0頁。(14)林r前掲書』五三五頁。
昭和四
(15)村上『前掲書』一九七頁。(16)村上『前掲書』ニ―七頁。(17)村上r前掲書』二0四頁。(18)村上r前掲書』ニ―三頁。(19)（20
阿部美哉
r政教分離1日本とアメリ
力にみる宗教の政治性」（サイマル出版会、一九八九年十二月）四一頁。
（皇學館大學助手・神道研究所所貝）
